
新
た
な
中
期
経
営
計
画
の
も
と

企
業
価
値
の
最
大
化
を
目
指
し
ま
す

中
期
経
営
計
画 

２
０
２
１-

２
０
２
５

　

当
社
は
7
月
1
日
に
２
０
２
５
年
度
を
最
終
目
標
年
度
と
す
る
新
た
な
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
１-

２
０
２
５

（
以
下
、
新
中
期
経
営
計
画
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
初
２
０
２
０
年
4
月
に
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
拡
大
お
よ
び
当
社
子
会
社
の7-Eleven, Inc.

に
よ
るSpeedw

ay

取
得
※
と
い
う
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
業
績
見
通
し
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
案
件
が
生

じ
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
計
画
策
定
に
織
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
今
回
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
北
米
の

7-Eleven, Inc.

を
中
心
と
し
た
海
外
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
は
、当
社
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
重
要
な
成

長
の
主
軸
と
な
っ
て
お
り
、
新
中
期
経
営
計
画
で
はSpeedw

ay
の
取
得
効
果
を
含
め
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

の
業
績
見
通
し
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

新
中
期
経
営
計
画
の
推
進
を
通
じ
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
収
益
基
盤
を
よ
り
強
化
す
る
と
と

も
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
多
様
な
業
態
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
培
っ
て
き
た
お
客
様 

と
の
信
頼
関
係
を
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
・
金
融
戦
略
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に

強
化
し
、
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
取
り
組
み
の
根
幹
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
視
点
を
据
え
、
社
会
価
値
と
経
済
価
値
の
両
立
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※�7-Eleven,�Inc.

に
よ
るSpeedw

ay

の
取
得
：
当
社
子
会
社
で
あ
る7-Eleven,�Inc.

は
、
そ
の
子
会
社
を
通
じ
て
米
国M

arathon�
Petroleum

�C
orporation

よ
り
主
にSpeedw

ay

ブ
ラ
ン
ド
で
運
営
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
お
よ
び
燃
料
小
売
事
業
を
運

営
す
る
複
数
の
会
社
の
株
式
な
ど
を
取
得
す
る
手
続
き
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
14
日
（
米
国
時
間
）
に
取

得
手
続
き
を
完
了
し
、
そ
の
後
米
国
内
に
お
け
る
法
制
上
の
懸
念
点
も
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

セブン＆アイＨＬＤＧＳ．
代表取締役社長 井阪 隆一
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新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
、
消
費
者
の
価
値

観
や
行
動
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
変
化
、
多
様

化
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
不
確
実
な
要
素
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
規
模
の

気
候
変
動
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
課

題
の
深
刻
化
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
意
識

が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
環
境
お
よ
び
社
会
課
題
へ
の
対
応
が

企
業
価
値
の
さ
ら
な
る
向
上
に
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応

を
通
じ
て
、
個
社
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
力
の

重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
お
客
様
の
消

費
行
動
の
変
化
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
多

く
の
業
態
が
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の

影
響
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
が

自
由
に
外
出
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
お
食
事

を
楽
し
む
と
い
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
が
制
約

さ
れ
た
結
果
、
事
業
の
存
続
に
関
わ
る
影
響

が
生
じ
た
業
態
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
態
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指

す
に
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
も
と
よ
り
、
情
報
、
物
流
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、
迅
速

な
対
応
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
個
社
で
は
成
し

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略
」で
は
、

北
米
の7

-E
leven, Inc.

を
グ
ル
ー
プ
の

成
長
の
主
軸
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
国

内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略
」
で

は
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
再

成
長
軌
道
へ
回
帰
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
深
化
を
目
指
す
戦
略
」
で
は
、

健
康
、
安
全
・
安
心
、
家
庭
内
消
費
の
拡
大

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
変
化
が
加
速
す
る

お
客
様
の
消
費
生
活
に
対
応
し
た
「
食
」
分

野
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ
力
を

活
か
し
た「
グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略
」
の
推
進
、

そ
し
て
真
に
求
め
ら
れ
る
拠
点
と
し
て
の
価

値
を
追
求
し
た
「
大
型
商
業
拠
点
戦
略
」
の

２
点
を
柱
と
し
ま
す
。

　
こ
の
４
つ
の
柱
を
軸
と
し
な
が
ら
、Ｄ
Ｘ・

金
融
戦
略
を
通
じ
て
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
安
心
・
便
利
に
精
算
ま

で
完
結
で
き
る
お
買
物
環
境
の
創
出
と
い
っ

た
消
費
生
活
全
体
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
新
た
な
体
験
価
値

を
提
供
し
、
顧
客
接
点
を
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
企
業

の
持
続
的
成
長
と
持
続
可
能
な
社
会
が
両
立

し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
根
幹
に
据
え
、

地
域
の
お
客
様
と
価
値
観
を
共
有
し
な
が

ら
、
社
会
と
と
も
に
持
続
的
な
成
長
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

得
な
い
業
態
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
連
携
と
グ

ル
ー
プ
の
投
資
力
こ
そ
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
業
態
と
ブ
ラ
ン

ド
を
擁
す
る
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
成
長

戦
略
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化

す
る
中
、
新
中
期
経
営
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
、
改
め
て
私
た
ち
は
各
事
業
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
グ
ル
ー
プ
全
体

が
共
有
で
き
る
基
本
姿
勢
お
よ
び
目
指
す

グ
ル
ー
プ
像
を
提
示
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
が
１
９
７
２
年
に
制
定
し

た
社
是
は
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
「
信
頼
さ
れ
る
、
誠
実
な
企
業
で
あ
り
た

い
。」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
礎
と
な
る
考
え

方
で
す
。
こ
の
基
本
理
念
は
、
社
会
の
一
員

と
し
て
の
企
業
の
行
動
が
重
視
さ
れ
る
中
、

ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
の

最
も
重
要
な
経
営
基
盤
は
、
各
事
業
の
活
動

に
よ
っ
て
培
っ
て
き
た
お
客
様
と
の
信
頼
関

係
で
す
。
こ
れ
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
、
ニ
ー
ズ
を
形
に
し
て
提
供
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
お
客
様
と
の
接
点
を

さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、「
常

に
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
」
考
え
る
と
い

う
私
た
ち
の
原
点
に
磨
き
を
か
け
る
と
と
も

に
、
潜
在
ニ
ー
ズ
に
目
を
届
か
せ
た
「
新
た

な
体
験
価
値
」
の
創
造
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を

基
本
姿
勢
と
し
て
明
示
し
ま
し
た
。「
新
た

な
体
験
価
値
」
に
は
、
環
境
お
よ
び
社
会
課

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
社
会
の
持
続
的
成

長
の
実
現
に
資
す
る
取
り
組
み
も
含
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
、

２
０
３
０
年
の
目
指
す
グ
ル
ー
プ
像
と
し
て

「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
事
業
を
核
と
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
成
長
戦
略
と
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

積
極
活
用
を
通
じ
て
流
通
革
新
を
主
導
す
る

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
流
通

グ
ル
ー
プ
」
と
な
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と

新
た
な
体
験
価
値
の
提
供
に
全
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。

　
新
中
期
経
営
計
画
に
お
け
る
重
点
戦
略
は
、

グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
て
収
益
規

模
の
拡
大
と
投
資
の
源
泉
と
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ・

フ
ロ
ー
創
出
力
を
強
化
す
る「
成
長
を
目
指
す

戦
略
」、
そ
し
て
資
本
お
よ
び
経
営
効
率
の
強

化
を
図
る
「
深
化
を
目
指
す
戦
略
」
と
い
う
２

つ
の
方
向
か
ら
考
え
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　「
成
長
を
目
指
す
戦
略
」
の
う
ち
、「
海
外

﹁
成
長
﹂
と
﹁
深
化
﹂
を
両
輪
に

２
０
２
５
年
度
の
目
標
達
成
に
全
力

多
様
な
業
態
・
ブ
ラ
ン
ド
を
擁
す
る

グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
強
み
を
追
求

図1　社是、基本姿勢、目指すグループ像図2　グループ重点戦略の全体像

※1　BOPIS：Buy Online Pick-up In Store ……………… オンラインで購入した商品を店舗で受け取る仕組み
※2　C R M ：Customer Relationship Management …… 顧客関係管理
※3　L T V ：Life Time Value ……………………………… 顧客生涯価値

セブン - イレブン事業を核としたグローバル成長戦略と、
テクノロジーの積極活用を通じて流通革新を主導する世界トップクラスの
グローバル流通グループ

私たちは、お客様に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、取引先、株主、地域社会に信頼される、誠実な企業でありたい。
私たちは、社員に信頼される、誠実な企業でありたい。

社 是

常にお客様の立場に立って、新たな体験価値を提供することで、
国内外の地域社会に貢献したい

基本姿勢

2030年　目指すグループ像サステナブル経営
企業の持続的成長と持続可能な社会の両立

コーポレートガバナンスのさらなる強化／経営戦略と連動した人財政策

▶7Rewards・CRM※2によるLTV※3の向上
▶7NOW（デリバリーサービス）の拡大
▶7Wallet（デジタル決済）の拡大

▶グループ成長のメインドライバーへ
　・北米：Speedwayとの統合シナジー発揮
　・グローバルブランドとしての価値向上

▶7iDを軸としたグループCRMによるLTVの向上
　・ポイント戦略の強化、新たな決済体験の提供
　・金融サービスの強化

▶ラストワンマイル配送プラットフォームの構築
▶テクノロジーの活用による生産性の向上DX・金融戦略

ラストワンマイルへの挑戦
・オンデマンド配送サービスの拡大　・ネットスーパー（BOPIS※1）の強化　

お客様接点の拡大

顧客基盤

新たな『成長領域』への挑戦 次の『便利』の扉を開く 今求められる『食』への挑戦 豊かな『生活拠点』の創出

北米1日あたり650万人 国内1日あたり2,240万人

成長を目指す戦略 深化を目指す戦略
海外コンビニエンスストア事業戦略

▶再成長軌道への回帰
　・商圏の掘り起こし：個店・立地別対応
　・加盟店との関係性強化

国内コンビニエンスストア事業戦略
▶首都圏スーパーマーケット連携強化
▶グループ商品の開発強化
▶直輸入などによる共同調達の拡大

グループ食品戦略
▶商圏に合わせた拠点の価値向上
▶非店舗の収益拡大

大型商業拠点戦略

常にお客様の立場に立って、新たな体験価値を提供
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連結業績への貢献
（2020年度実績）

商品売上・営業利益推移

純利益では連結合計の
1/3以上を占めるまでに成長
*構成比はのれん償却後の円ベースにて算出（年度） 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

0

5

10

15

20

商品売上(10億ドル)
営業利益(億ドル)

商品売上 営業利益

8.7

2.8

11.1
純利益
34.0％

営業利益
26.8％

18.3

EBITDA

営業CF(除く金融)※1

フリーCF水準(除く金融)※2

ROE

ROIC(除く金融)※3

Debt/EBITDA倍率

調整後Debt/EBITDA倍率

EPS成長率(CAGR)

2020年度実績 2025年度目標

6,268億円

4,567億円

1,320億円

6.8％

4.7％

2.8倍

ー　

ー　

1兆円以上

8,000億円以上

4,000億円以上

10％以上

7％以上

2.0倍未満

2.2倍未満

15％以上
※1 金融事業を除くNOPAT（税引後営業利益）をベースとした管理会計数値
※2 金融事業を除く管理会計ベース数値。なお、M&Aは戦略投資として投資CFからは除外して算出
※3 ROIC：{純利益＋支払利息×（1-実効税率）}／{自己資本＋有利子負債（期首期末平均）}にて算出

　
グ
ル
ー
プ
重
点
戦
略
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
２
０
２
３

年
度
ま
で
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
不
採
算
店
舗

へ
の
対
応
な
ど
の
事
業
構
造
改
革
を
完
遂
す
る
と
と
も

に
、
Ｄ
Ｘ
・
金
融
戦
略
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
成
長
戦

略
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
４
年
度
以
降
の
第
２
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
成
長
戦
略
を
着
実
に
実
行
、
成
果
を
顕
在
化

さ
せ
る
段
階
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
度
を
最
終
年
度
と
し
た

財
務
目
標
を
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
（
金
利
・
税
金
・
償
却

費
控
除
前
利
益
）
１
兆
円
以
上
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資

本
利
益
率
）
１０
％
以
上
、
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
１
株
当
た
り

当
期
純
利
益
）
成
長
率
５
年
間
平
均
で
１５
％
以
上
と

設
定
し
、
収
益
性
、
成
長
性
、
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
き
ま
す
（
図
３
）。

　
ま
た
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
持
続
的
な
企
業
価
値
の
向

上
を
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
財
務
の
健
全
性
を
確
保
し

つ
つ
、
量
的
な
拡
大
と
質
的
な
向
上
を
両
立
さ
せ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

（
１
）財
務
の
量
的
拡
大
の
観
点
か
ら
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
（
Ｃ
Ｆ
）
水
準
と
Ｅ
Ｐ
Ｓ
成
長
率

（
２
）質
的
向
上
の
観
点
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｅ
と
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
ス
プ
レ
ッ
ド

（
３
）健
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
Ｄ
ｅ
ｂ
ｔ
（
有
利
子
負
債
）

／
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
倍
率

こ
れ
ら
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
、
管
理
し
て
い
き
ま
す

（
図
４
）。

　
ま
た
、
株
主
還
元
に
つ
い
て
は
、
配
当
金
の
安
定
的
・

継
続
的
な
向
上
を
図
り
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
水
準
や
株
価
な
ど
を
勘
案
し
た
機
動
的
な
株
主
還
元

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
場
と
の
対
話
の
強
化
を
通
じ

て
、
株
主
価
値
の
適
正
な
顕
在
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

7
-E
leven, Inc.

は
、
北
米
地
域
で
の
店
舗
網
拡

充
と
と
も
に
優
れ
た
品
質
の
食
の
提
供
に
力
を
注
ぎ
、

着
実
に
商
品
売
上
お
よ
び
営
業
利
益
の
成
長
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
実
績
で
は
、
連
結
営
業
利

益
の
４
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
５
）。

7
-Eleven, Inc.

の
収
益
基
盤
を
さ
ら
に
強
化
す

べ
く
、
北
米
で
３
８
２
８
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア(

以
下
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ)

を
展
開
す
るSpeedw

ay

の
買
収
を
実
施
し
ま
し
た
。
米
国
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
市
場
の
特

色
は
、
15
万
店
舗
以
上
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
が
展
開
さ
れ
る
中
、

業
界
の
大
手
ト
ッ
プ
10
社
で
全
体
の
約
20
％
の
シ
ェ
ア

し
か
有
し
て
い
な
い
一
方
、
個
人
経
営
を
含
め
た
10
店

舗
以
下
の
小
規
模
チ
ェ
ー
ン
の
お
店
が
全
体
の
約
65
％

を
占
め
る
と
い
う
、
細
分
化
さ
れ
た
業
界
で
あ
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、約
80
％
の
店
舗
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

併
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
近
年
で
は
各
チ
ェ
ー
ン
と
も
経
営
合
理

化
に
向
け
た
店
舗
網
再
編
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、

7
-Eleven, Inc.

で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
＆
Ａ
を
含
む

積
極
的
な
出
店
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
米
国
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
市
場
に
お
い
て
、7

-Eleven, Inc.

が
店
舗
数
３
位
のSpeedw

ay LLC

を
経
営
統
合

す
る
こ
と
で
、
米
国
の
主
要
な
都
市
部
の
大
半
に
店
舗

網
を
広
げ
、
成
長
機
会
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、7

-E
leven, Inc.

が
２
０
０
６
年
度
か
ら

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て
取
得
し
た

店
舗
は
、
２
０
２
０
年
度
の
全
店
舗
数
の
２
割
を
超

え
、
い
ず
れ
も7

-E
leven, Inc.

の
成
長
に
着
実

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。S

peedw
ay

取
得
後
３
年
目

に
想
定
さ
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
は
、
当
初
想
定
額
か
ら

約
５
０
０
０
万
ド
ル
増
加
の
５
億
２
５
０
０
万
ド
ル
〜

６
億
２
５
０
０
万
ド
ル
を
見
込
ん
で
い
ま
す
（
図
６
）。

財
務
目
標
と
株
主
還
元

北
米
市
場
で
の
成
長
機
会
を
高
め
、

収
益
基
盤
を
強
化

図3　財務目標と計画フェーズ

図4　財務基本方針 連結財務数値目標

2030年 目指すグループ像

セブン‐イレブン事業を核としたグローバル成長戦略と、テクノロジーの積極活用を通じて
流通革新を主導する世界トップクラスのグローバル流通グループ

中期経営計画のフェーズ構成

現在 2025年度
収益性 成長性 持続可能性× ×

事業構造改革の完遂（～2023年度）
不採算店舗への対応、人員適正化 等

グループ戦略投資の成果
ラストワンマイル・DX・金融戦略 等

成長戦略の実行

持続的に企業価値を向上させるため、
資本コストを上回るリターン(利益)を拡大するとともに、
キャッシュ・フロー(CF)の創出力を高める。

【主な連結KPI】

財務の量的拡大 フリーCF
水準

EPS
成長率

ROE ROIC
スプレッド財務の質的向上

Debt/EBITDA倍率財務の健全性確保

ROIC
(当期純利益ベース)

WACC
(加重平均資本コスト)

資本コストを
ふまえたリターン
(利益)の評価

シナジーの構成要素
・品揃え拡大
・PB導入
・原価低減

商品関連

デジタル戦略統合

スケールメリット活用

ガソリン物流統合

・デリバリー（7NOW）拡大
・ロイヤリティプログラム拡充

・販管費効率化
・メンテナンス改革

・供給量の増加
・内部の輸送・物流を活用

円滑な統合に向けて専任チームを組成し継続的創出、
かつ、さらなるシナジー拡大を目指す

図6　7-Eleven, Inc.とSpeedwayのシナジー

図5　7-Eleven, Inc.の成長

海
外
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略
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米
国
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
お
客

様
の
消
費
行
動
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。7-Eleven, 

Inc.

で
は
か
ね
て
よ
り
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

改
革
を
進
め
る
取
り
組
み
「
シ
ッ
ク
ス
・
ポ
イ
ン
ト
・

プ
ラ
ン
」
を
展
開
し
、
食
品
を
中
心
と
し
た
商
品
力
の

強
化
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
フ
ー
ド
強
化
の
一
環
と
し
て
、

２
０
１
７
年
か
ら
わ
ら
べ
や
テ
キ
サ
ス
と
連
携
し
て
デ

イ
リ
ー
食
品
の
味
・
鮮
度
の
向
上
に
取
り
組
み
、
ダ
ラ

ス
近
郊
の
６
５
０
店
舗
で
商
品
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
ら
べ
や
テ
キ
サ
ス
と
物
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営

す
る
Ｄ
Ｈ
Ｌ
の
協
力
に
よ
り
、
新
た
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

フ
ー
ド
工
場
併
設
型
共
配
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
さ
ら
な
る
高
度
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
機
に
一
段
と

高
ま
り
ま
し
た
。7-Eleven, Inc.

で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
活

用
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス「
７
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」を
推
進
し
、

業
界
最
速
ク
ラ
ス
の
配
達
を
実
現
す
る
な
ど
、
お
客
様

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
急
速
に
実
績
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。「
７
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
取
扱
店
舗
は
、
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
約
６
５
０
０
店
舗
に
拡
大
す
る
計
画
で
、

よ
り
お
客
様
の
利
便
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
拡

充
し
て
い
き
ま
す
。

　7-Eleven, Inc.

が
お
客
様
と
関
係
強
化
を
進
め
る

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

拠
点
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
２
０
３
０
年 

に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
で
店
舗

運
営
を
賄
う
「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」
に
該
当
す
る
店
舗
を 

５
０
０
０
店
舗
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　7

‐Eleven

は
世
界
に
約
７
万
２
０
０
０
店
舗
を

展
開
（
２
０
２
０
年
度
末
）
し
て
お
り
、
世
界
で
最
も

多
い
店
舗
数
に
な
り
ま
す
が
、
出
店
地
域
は
16
の
国
と

地
域
で
あ
り
、
出
店
に
よ
る
大
き
な
成
長
機
会
が
存
在

し
て
い
ま
す
（
図
７
）。7-Eleven

の
グ
ロ
ー
バ
ル

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
日

米
が
連
携
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
日
本
と
北
米
を
除

く
店
舗
数
を
２
０
２
０
年
度
末
の
３
万
９
０
０
０
店
舗

か
ら
、
２
０
２
５
年
度
に
は
５
万
店
舗
に
ま
で
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
展
開
エ
リ
ア
で
は
ラ
イ
セ

ン
シ
ー
連
携
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
国
や
地

域
ご
と
に
戦
略
を
き
め
細
か
く
企
画
し
て
各
地
域
の
エ

リ
ア
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

新
地
域
へ
は
、
包
括
的
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
支
援
策
を

実
施
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｊ
Ｖ
）
や
Ｍ

＆
Ａ
も
戦
略
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
出
店
地
域
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、
共
同
調
達
や
商

品
開
発
、
Ｉ
Ｔ
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で

も
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
を
推
進
し
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
（
図
８
・
９
）。

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「7R

ew
ards

」
で
は
、

お
客
様
に
新
た
な
体
験
価
値
と
利
便
性
を
提
供
す
べ
く
、

デ
ジ
タ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

な
ど
の
機
能
を
付
加
。
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ

り
会
員
数
を
２
０
２
５
年
度
に
５
５
０
０
万
人
ま
で
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
仕
組
み
に
進
化

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
コ
ー
ル
ド
プ
レ
ス
ジ
ュ
ー
ス
や
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
を
専
用
サ
ー
バ
ー
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

イ
ン
ス
ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー
に
よ
る
で
き
立
て
パ
ン
の
提

供
な
ど
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
メ
キ
シ
カ
ン
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

を
併
設
し
た
店
舗
も
展
開
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら

得
た
知
見
を
、Speedw

ay

を
含
む
既
存
店
や
新
店

に
導
入
す
る
こ
と
で
店
舗
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
米
国
政
府
が
力
を
注
ぐ

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
化
促
進
に
も
積
極
的
な
対
応
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
設
置
に
つ

い
て
、7-Eleven, Inc.

は
従
来
の
計
画
を
５
年
前
倒

し
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
ま
で
に

５
０
０
台
以
上
の
設
置
を
目
指
し
て
、
米
国
政
府
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
１
３
７
０
店
舗
で
、太
陽
光
、風
力
、水
力
と

い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
店
舗
運
営
を 

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
革
新
と
Ｄ
Ｘ
で

魅
力
的
な
「
体
験
価
値
」
を
創
出

「7
-E
leven

」
ブ
ラ
ン
ド
の

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
積
極
的
な
展
開
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
推
進

図7　7-Eleven出店マップ

世界最多の約72,000店舗を展開するも、
出店は16の国と地域に限られているため、グローバル展開における成長機会が大きい。7-Eleven グローバルブランドの価値向上を目指す

人財交流 SDGs IT・デジタル 共同調達
共同商品開発

エリアライセンシー
との連携

・バリューチェーン
・ネットワーク
・商品開発力 両社が協力しあえる運営体制構築（2021年度）

強み 強み
・商標・ブランド管理
・契約管理
・デジタル技術の活用

セブンｰイレブン・
ジャパン 7-Eleven, Inc.

セブン＆アイHLDGS. 

戦  略 1）既存国との連携強化 2）新地域への出店促進 3）グローバル連携拡大

施  策

世界に質の高い店舗を5万店（2020年度末 3.9万店）※ゴール
（2025年度） ※日本、北米除く

・ライセンシー連携強化
 プログラム
・国（地域）ごとの戦略企画

・包括的バリューチェーン
 支援策
・新エリア進出
・戦略的JV・M&Aも

・ESG
・共同調達、共同商品開発
・ITデジタルソリューション

日米連携による7-Elevenグローバルブランドの価値向上

図8　中期グローバル戦略マップ

図9　グローバル連携の目指す姿
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国
内
で
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
小
商
圏
化
が
加
速
し
、

商
圏
ご
と
に
対
応
す
べ
き
課
題
は
多
様
で
す
。
こ
の
変

化
に
対
応
し
、「
近
く
て
便
利
」
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
小
商
圏
化
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
品
揃

え
の
拡
充
と
売
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
刷
新
、
グ
ル
ー
プ
力

を
活
用
し
た
商
品
調
達
、
次
世
代
型
店
舗
の
開
発
や
テ

ス
ト
な
ど
を
進
め
、
出
店
を
再
加
速
さ
せ
て
い
く
基
盤

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る

新
た
な
体
験
価
値
と
し
て
「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン 

ネ
ッ

ト
コ
ン
ビ
ニ
」
を
本
格
稼
働
し
て
い
き
ま
す
（
図
10
）。

　
売
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
刷
新
で
は
、
新
レ
イ
ア
ウ
ト
を

住
宅
立
地
に
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
惣
菜
や
サ
ラ
ダ
な
ど

酒
類
と
の
買
い
合
わ
せ
の
高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
中
心
に

販
売
が
伸
長
。
先
行
導
入
し
た
８
０
０
店
舗
で
は
、
全

国
平
均
に
比
べ
て
日
販
の
前
年
差
が
約
１
万
５
０
０
０

円
高
い
な
ど
の
効
果
が
出
て
お
り
、
２
０
２
１
年
度
末

ま
で
に
１
万
２
０
０
０
店
舗
に
拡
大
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
都
心
部
の
狭
小
店
舗
に
つ
い
て
も
新
し
い
設
備

の
開
発
・
導
入
な
ど
、
個
店
ご
と
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
を
図
っ
て
お
り
、
２
０
２
１
年
度

中
に
１
５
０
０
店
舗
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン 

ネ
ッ
ト
コ
ン
ビ
ニ
」
は
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
店
舗
の
在
庫
を
反
映
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ご
注
文
い
た
だ
い
た
商
品
を
短
時
間
で

お
届
け
し
、
即
食
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

　
グ
ル
ー
プ
の
国
内
売
上
約
７
兆
４
６
０
０
億
円
の

う
ち
、
食
品
売
上
は
約
４
兆
６
７
０
０
億
円
と
、
約

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
食
品
売
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
の
が
「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」
で
す
。

２
０
２
０
年
度
は
約
１
兆
４
６
０
０
億
円
の
売
上
と
な

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
お
よ
び
そ
ご
う
・
西
武
で
は
、
引

き
続
き
事
業
構
造
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
お
客
様
に
ご
支
持
い
た
だ
け
る
大
型
商
業
拠
点
づ
く

り
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
は
、
不
採
算
店
舗
の
閉
店
や
収

益
性
の
精
査
、
人
員
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
精

度
の
高
い
商
圏
分
析
を
も
と
に
し
た
店
舗
構
造
改
革
を

推
進
。
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
発
注
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、お
客
様
か
ら
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
」

で
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
大
型
セ
ン
タ
ー
化
を
推
進
。

さ
ら
に
、
外
部
企
業
と
も
連
携
し
た
移
動
販
売
を
拡
大

し
、
買
物
に
お
困
り
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
え

て
い
き
ま
す
。
　

　
そ
ご
う
・
西
武
で
は
、
店
舗
改
革
に
よ
る
業
務
・
要
員

の
見
直
し
や
人
員
適
正
化
を
促
進
。
店
舗
構
造
改
革
と
し

て
、郊
外
店
の
西
武
所
沢
Ｓ.

Ｃ.

、西
武
東
戸
塚
Ｓ.

Ｃ.

で

実
施
し
て
き
た
Ｐ
Ｍ
（
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
化

を
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
基
幹
店
６
店
舗
に
も
広
げ
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
商
圏
分
析
精
度
を
向
上
し
、
よ
り
商
圏

特
性
に
合
わ
せ
た
館
づ
く
り
を
進
め
、
各
館
の
魅
力
向
上

と
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
顧
客
接
点
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
非
店
舗
事
業
と
し
て
、
外
商
の
強
化
に
よ
る
富
裕

層
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
商
事
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

り
、
大
き
な
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
の
領
域
で
は
、
競
合
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
お
客
様
の
支
持
を
得
て
い
く
に
は
、
個
々
の
事

業
会
社
で
は
で
き
な
い
大
胆
な
挑
戦
と
革
新
が
さ
ら
に

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
直
輸
入
を
含
む

海
外
調
達
の
促
進
、
原
材
料
や
レ
シ
ピ
の
共
有
、
ミ
ー

ル
キ
ッ
ト
な
ど
の
差
別
化
商
品
の
開
発
を
通
じ
、グ
ル
ー

プ
商
品
力
を
強
化
。
同
時
に
共
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
多
様
な
業
態
を
擁
す
る
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
る
、
食
品
領
域
で
の
独
自
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
き
ま
す
（
図
12
）。

　
グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略
の
第
１
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て

２
０
２
０
年
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
食
品
館
、
ザ
・
プ
ラ

イ
ス
計
20
店
舗
を
新
会
社
ヨ
ー
ク
に
統
合
し
、
４
つ
の 

店
舗
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
展
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

第
２
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
、
プ
ロ
セ
ス

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
共
通
イ
ン
フ
ラ
子
会
社
と
し
て

P
eace D

eli

を
稼
働
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
２
カ
所
、
プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ
ー

２
カ
所
を
稼
働
し
、
首
都
圏
食
品
ス
ー
パ
ー
各
店
へ
の
商

品
供
給
を
順
次
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
のP

eace 
D
eli

で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
直
輸
入
に
も

取
り
組
む
計
画
で
、
２
０
２
２
年
度
の
本
格
稼
働
を
目
指

し
て
テ
ス
ト
も
開
始
し
ま
す
（
図
13
）。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
で
内
製
化

し
て
い
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
配
送
の
た
め
の
人
や
車
両
、

ル
ー
ト
を
最
適
化
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
商
品
を
同
時

に
お
届
け
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す（
図
11
）。

小
商
圏
化
へ
の
対
応
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
加
速
で

新
た
な
成
長
軌
道
を
目
指
す

共
通
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
で

多
様
な
業
態
を
持
つ
強
み
を
発
揮

事
業
構
造
改
革
の
推
進
と

地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
密
着

図13　グループ共通インフラの構築

図11 「セブン - イレブン ネットコンビニ」の強み

図10　国内コンビニエンスストア事業戦略の概要

社会構造変化 新型コロナ 小商圏化の加速と多様化

次の『便利』の扉を開く　⇒　流通革新をともなう再成長軌道へ

目指すべき姿

多様化するニーズに対応し、すべての地域社会に利便性を提供する

× ＝

既存店の持続的成長 出店戦略 DXの推進

商品構成の見直し
 ・小商圏化に合わせた売場レイアウト
 ・グループ調達

出店再加速への基盤構築
次世代型店舗の開発・テスト

ネットコンビニの拡大
CRM強化（アプリの進化）
加盟店・本部の生産性向上

リアルタイム在庫連携

・約2,800アイテム（雑誌・非課税商品除く）
・高いコンバージョンレート

30分配送サービス

・お客様に1番近い在庫拠点
・即食ニーズへの対応
 （揚げ物のBy Order など）

ラストワンマイル
DXプラットフォーム（今後）

・AI活用による配送リソース・ルートの最適化
・グループ会社商品の配達も視野（テスト中）

多様な業態を持つからこそ実現できる食品領域における差別化

さらなる食品領域におけるシナジーへの挑戦

※  PC:プロセスセンター、CK:セントラルキッチン

海外調達の促進
（直輸入）

グループ商品力
の強化

（チームMD）

共通インフラ
の活用

（生鮮食品）

スケールメリットを
活かした

共同調達の確立

原材料・レシピの共有、
共通インフラ（PC・CK※）
によるミールキットなどの
差別化商品を開発・供給

こだわり野菜など
食品スーパーの

生鮮食品を
コンビニエンスストア

でも取り扱い

第3フェーズ　共同調達機能の拡大

セントラルキッチン 2カ所・プロセスセンター 2カ所
2025年度までに稼働予定

グループ共通インフラ構築により
高品質かつ効率的な商品供給体制を実現

首都圏店舗・ネットスーパー　

商品供給

首都圏店舗・ネットスーパー　
提携
企業

CVS

物流センター

共通インフラ運営子会社
セントラルキッチン プロセスセンター

物流センター

共通インフラ運営子会社 Peace Deli
セントラル
キッチン

プロセス
センター 共同調達

（直輸入）

ヨークベニマル
ノウハウ共有

イトーヨーカ堂 ヨーク

デリカ・ベーカリー 生鮮・ミールキット グロッサリーなど

セブン＆アイHLDGS．

第2フェーズ　共通インフラの構築
（2021年5月～）

商品供給

図12　グループ食品戦略
国
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
戦
略

グ
ル
ー
プ
食
品
戦
略

大
型
商
業
拠
点
戦
略
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当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
施
策
を

以
下
の
３
つ
に
分
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
図
14
）。

第
１
に
、
ネ
ッ
ト
コ
ン
ビ
ニ
や
ｅ.

デ
パ
チ
カ
、
デ
ニ
ー

ズ
の
宅
配
な
ど
、
注
文
し
て
か
ら
短
時
間
で
配
送
で
き

る
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
第
２
に
、

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
な
ど
計
画
的
な
お
買
物
支
援
を
す
る

配
送
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
現
状
、
お
客
様
の
ご
自
宅
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店

舗
で
の
留
め
置
き
や
受
取
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
、
受
取
拠
点

の
多
様
化
を
順
次
進
め
る
計
画
で
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
生
鮮
食
品
や
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
な
ど
、
お
届
け
す
る

商
品
の
品
揃
え
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
第
３
は
、日
々

の
お
買
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
へ
の

移
動
販
売
で
す
。
こ
れ
は
、「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー 

と

く
し
丸
」、「
セ
ブ
ン
あ
ん
し
ん
お
届
け
便
」
で
、
お
客

様
へ
の
お
買
物
支
援
を
視
野
に
、
稼
働
台
数
を
順
次
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
に
か
か
る
売
上
は
、
２
０
２
５
年

度
に
は
約
６
０
０
０
億
円
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
多
様
な
業
態
を
擁
す
る
当
社
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
特
徴
は
、グ
ル
ー
プ
共
通
の
「
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
構
築

で
き
る
こ
と
で
す
（
図
15
）。
先
行
テ
ス
ト
を
展
開
し
て

い
る
品
川
エ
リ
ア
で
は
、
従
来
の
仕
組
み
と
比
較
し
て

　
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
数

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
進
め
て
き
た
対

話
を
ふ
ま
え
、
２
０
１
４
年
に
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
「
５
つ
の
重
点
課
題
」
を
特
定
。
そ
の

後
、
２
０
１
９
年
に
は
環
境
負
荷
低
減
の
方
針
を
明
確

に
し
た
、
環
境
宣
言
『G

R
EEN

 C
H
A
LLEN

G
E 

2050

』
を
発
表
。
４
つ
の
テ
ー
マ
で
取
り
組
み
を
明

示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
数
値
目
標
を
掲
げ
て
２
０
３
０
年
、

２
０
５
０
年
の
目
指
す
姿
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

の
利
用
を
目
指
す
Ｒ
Ｅ
１
０
０
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
推
進（
図
16
）。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
対
策
で
は
、
石
油
由
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を

減
ら
し
て
い
く
と
と
も
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
容
器

は
環
境
配
慮
型
素
材
を
１
０
０
％
使
用
し
た
も
の
へ
と

順
次
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
（
図
17
）。
こ
れ
ら
の
実
現

に
向
け
、
総
投
資
額
（
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
戦
略
投
資
を
除

く
）
の
５
％
以
上
を
環
境
投
資
に
振
り
向
け
て
い
く
方

針
で
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
対
応
の
情
報
開
示
を
積
極

的
に
行
う
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
）
へ
の
対
応
や
、
パ
リ
協
定
と
整
合
し
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
目
標
を
掲
げ
る
Ｓ
Ｂ
Ｔ
※
の
認
定
を
目
指
す
な

ど
、
世
界
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
参
加
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
16
の
国
と
地
域
の
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
の
エ
リ
ア
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
、
と
も
に
世

界
の
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
外
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
監
査
も
実
施
。「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
の
人

権
方
針
」
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
人
権
保
護
、
法
令
遵
守
、
労
働
安
全
、
環
境

保
全
な
ど
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
中
期
経
営
計
画
の
施
策
を
着
実
に
遂
行
し
、
持
続

的
な
企
業
価
値
の
増
大
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
い
っ
そ
う
の
強
化
、
そ
し
て

経
営
戦
略
と
連
動
し
た
人
財
政
策
を
通
じ
て
多
様
な
人

財
に
活
躍
の
場
を
提
供
し
、誰
も
が「
働
き
が
い
」と「
働

き
や
す
さ
」
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
（
図
18
）。
し
な
や
か
な
対
応
力
を
生

み
出
す
「
多
様
性
」
と
、
一
体
と
な
っ
て
可
能
性
を
切

り
開
く
「
総
合
力
」。
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
は
次
世
代
へ

と
つ
な
が
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
進
め
、
中
長
期
的

な
企
業
価
値
向
上
を
確
実
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

配
送
距
離
約
40
％
削
減
、
車
両
台
数
約
45
％
削
減
な
ど

の
効
果
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
の
接
点
を
さ
ら
に
広
げ
、
深
め
て

い
く
た
め
に
、
金
融
戦
略
の
強
化
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
現
在
、
７
ｉ
Ｄ
の
会
員
数
は
２
０
０
０
万
人
に

の
ぼ
り
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
ア
プ
リ
を
中
心
に
、
便

利
な
ク
ー
ポ
ン
の
提
供
や
、
決
済
手
段
の
多
様
化
に
お

応
え
す
る
な
ど
、
新
た
な
顧
客
体
験
価
値
を
提
供
し
続

け
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
品
揃
え

の
最
適
化
や
、
お
客
様
の
都
合
の
良
い
時
間
・
場
所
で

の
商
品
受
け
取
り
な
ど
、
７
ｉ
Ｄ
を
基
軸
に
お
買
物
を

さ
ら
に
豊
か
で
快
適
な
も
の
に
す
る
新
た
な
体
験
価
値

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、「
新
た

な
決
済
体
験
の
提
供
」
や
「
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
戦
略

の
強
化
」
に
取
り
組
み
、
便
利
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
と
お

ト
ク
に
貯
ま
る
グ
ル
ー
プ
ポ
イ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と

で
、お
客
様
の
ラ
イ
フ・
タ
イ
ム・
バ
リ
ュ
ー
を
よ
り
い
っ

そ
う
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の

強
み
と
価
値
を
い
っ
そ
う
強
化

図14　ラストワンマイル施策

2025年度には、グループ全体で 約6,000億円 の売上規模へ

利便性の向上 地域社会への貢献
即食・中食、出前ニーズ

オンデマンド購入

「セブン-イレブン ネットコンビニ」
「e.デパチカ」 など

▶ 中食やファストフード
　 商品の強化
▶ 宅配専用店舗の設置・
 　エリア拡大
▶ 配送プラットフォームの構築

▶ 大型センター化
  （共通インフラと連携した
 セブン - イレブン店舗への
 商品供給 など）
▶ 受取拠点の多様化
　 （BOPIS、ロッカー など）
▶ 生鮮食品、ミールキットの強化

▶ 稼働台数の拡大
▶ とくし丸、地域社会との
　 連携強化

「イトーヨーカドー ネットスーパー」
 など

今後の施策・方向性

「イトーヨーカドー とくし丸」
「セブンあんしんお届け便」 など

計画購入 対面購入

お買物にお困りの方簡便調理、内食ニーズ注文・受け取りの多様化
お 客 様

お客様
注 文

商 品

受取場所 ドライバー 車 両

ラストワンマイルＤＸプラットフォーム
（AI配送コントロールによる最適化）

配送リソース

グループ各社 ECサイト

AI配送コントロールにより最大で配送距離を約40%、車両台数を約45%削減※

ラストワンマイル
DXプラットフォーム
４つのコアテクノロジー

① 車両・ドライバーの差配

② 配送ルート最適化

③

④

※ 品川エリアにてAIによる混載機能・ルート最適化機能・車両最適化機能をテスト実施（2020年12月）

・・・

配送料のダイナミック
プライシング
受取場所・時間の
最適化提案

図16　2030年に目指す姿（脱炭素社会）

図17　2030年に目指す姿（循環経済社会）

・太陽光パネルの設置店舗
 8,683店（92MW）→11,000店（160MW）
・大型太陽光パネルは駐車場や工場へ設置拡大

・オフサイトPPAの拡大
・北米での再生可能エネルギー電力調達の推進
 1,376店舗で契約済→約5,000店舗へ拡大

・水素ステーションの併設型配送センターの拡充
・次世代太陽電池、蓄電池の研究開発

オフサイトの再生可能エネルギーの利用

新技術への投資・利用促進

オンサイトの再生可能エネルギーの強化

・ペットボトル回収機
 （2020年度で３億３,000万本の回収実績）
 現在1,000台設置済
 →年間1,000台以上の増設
・ペットボトル以外のプラスチック回収への挑戦
 プラスチックトレーの回収の強化

・廃ペットボトルのリサイクル工場への出資
 PB商品で使用するリサイクルPETの確保
・ケミカルリサイクル事業への出資

・セブンプレミアムの容器や商品への活用
 （現在約200アイテム→1,000アイテムへ）

リサイクルプラスチックの確保

リサイクル・環境配慮型素材のPBへの活用

プラスチックの店頭回収強化

中長期的な企業価値向上（財務・非財務）による持続的成長へ

コーポレートガバナンスの
さらなる強化

コーポレートガバナンス構造の
不断の見直し

（取締役会、諮問委員会、
評価、報酬制度、

開示等の充実・整備など）

グループガバナンスの
深化

（持株会社・事業会社間の対話・
連携の強化、最適資源配分など）

会社と従業員がともに成長できる
組織づくり（働きがい）
（一人ひとりの従業員の

能力開発と、
自律的な学びの支援など）

誰もが働きやすい
職場づくり

（働き方改革・生産性向上、
ダイバーシティ＆インクルージョンの

推進など）

経営戦略と連動した
人財政策

図15　ラストワンマイルDXプラットフォームの目指す姿図18　持続的成長のために

Ｄ
Ｘ
・
金
融
戦
略

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営

持
続
的
成
長
の
た
め
に

※ 

パ
リ
協
定
（
世
界
の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り
2
℃
を
十
分

に
下
回
る
水
準
「W

ell Below
2℃

」
に
抑
え
、
ま
た
１
・
５
℃

に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
）
が
求
め
る
水
準
と
整
合
し
た
、

５
〜
15
年
先
を
目
標
年
と
し
て
企
業
が
設
定
す
る
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
の
こ
と
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